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【手続補正１】
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【請求項１】
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【化１】

の化合物、そのエナンチオマー、ジアステレオマー、塩および溶媒和物
［式中、
Ａ１およびＡ２は、これらが結合している環炭素原子と一緒になって、ベンゼン、シクロ
ペンタジエン、ピリジン、ピリドン、ピリミジン、ピラジン、ピリダジン、２Ｈ－ピラン
、ピロール、イミダゾール、ピラゾール、トリアゾール、フラン、オキサゾール、イソオ
キサゾール、オキサジアゾール、チオフェン、チアゾール、イソチアゾールまたはチアジ
アゾールを形成し、これらのいずれも、任意に部分的に飽和していても良く、並びにこれ
らのいずれも、価数によって許容される場合１個以上のＲｘ基で任意に独立して置換され
ていても良く、
ＷおよびＸは独立してＣＨまたはＮであり、
Ｚは存在しない、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｎ、または－ＮＨＲ３－であり、
Ｒ１は－Ｙ－Ｒａであり、ここで
　Ｙは、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素
環、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、価数によって許容される
場合１個以上のＲｘ基で任意に独立して置換されていても良く、
　Ｒａは、複素環、－ＮＲ３Ｒ４、－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４、－Ｏ－Ｒ５、または－Ｓ（
Ｏ）ｎ－Ｒ５であり、
Ｒ２およびＲ２ａはそれぞれ、独立してアルキルまたはアルケニルであり、そのいずれか
は、価数によって許容される場合１個以上のＲｘで任意に置換されていても良く、
または、Ｒ２およびＲ２ａは、これらが結合している環炭素原子と一緒になって、下記式
Ａ

【化２】

のスピロ縮合環系を形成し、
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　ここで
　Ｍは－ＣＲｄＲｅ－、－Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）ｎ－または－ＮＨＲ３－であり、
　Ｒｂ、Ｒｃ、ＲｄおよびＲｅはそれぞれ独立してＨもしくはＲｘであり、あるいは、隣
接する炭素環原子上のＲｂおよびＲｄは、価数によって許容される場合二重結合を任意に
形成していても良く、また、隣接する炭素環原子上のＲｄおよびＲｅは価数によって許容
される場合二重結合を任意に形成していても良く、
Ｒ３およびＲ４は各場合、独立して、
　（ｉ）水素または
　（ｉｉ）アルキル、シクロアルキル、複素環、アリール、ヘテロアリール、シクロアル
キルアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリールアルキルまたはヘテロアリールアルキル
〔これらのいずれも、価数によって許容される場合１個以上のＲｘ基で任意に独立して置
換されていても良い〕
であり、
または、Ｒ３およびＲ４はこれらが結合している窒素原子と一緒になって、価数によって
許容される場合１個以上のＲｘ基で任意に独立して置換されている複素環を形成していて
も良く、
Ｒ３＊およびＲ４＊は各場合、独立して、
　（ｉ）水素または
　（ｉｉ）アルキル、アルケニル、アルキニルシクロアルキル、複素環、アリール、ヘテ
ロアリール、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリールアルキルまたは
ヘテロアリールアルキル〔これらのいずれも、価数によって許容される場合１個以上のＲ
ｘ基で任意に独立して置換されていても良い〕
であり、
または、Ｒ３＊およびＲ４＊は、これらが結合している窒素原子と一緒になって、価数に
よって許容される場合１個以上のＲｘ基で任意に独立して置換されている複素環を形成し
ていても良く、
Ｒ５およびＲ５＊は各場合、
　（ｉ）水素または
　（ｉｉ）アルキル、アルケニル、アルキニルシクロアルキル、複素環、アリール、ヘテ
ロアリール、シクロアルキルアルキル、ヘテロシクロアルキル、アリールアルキル、また
はヘテロアリールアルキル〔これらのいずれも、価数によって許容される場合１個以上の
Ｒｘ基で任意に独立して置換されていても良い〕
であり、
Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９はそれぞれ独立して、ＨまたはＲｘであり、あるいは
　（ｉ）Ｒ６およびＲ７は、これらが結合している環炭素原子と一緒になって、価数によ
って許容される場合＝Ｏ、＝Ｓまたは＝ＮＲ３を形成していても良く、
　（ｉｉ）Ｒ８およびＲ９は、これらが結合している環炭素原子と一緒になって、価数に
よって許容される場合＝Ｏ、＝Ｓまたは＝ＮＲ３を形成していても良く、
　（ｉｉｉ）隣接する環炭素原子上の２個のＲ６基は、価数によって許容される場合二重
結合を形成していても良く、
　（ｉｖ）隣接する環炭素原子上のＲ６およびＲ８は、価数によって許容される場合二重
結合を形成していても良く、
Ｒｘは各場合、独立して、ハロ、シアノ、ニトロ、オキソ、アルキル、ハロアルキル、ア
ルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケニル、複素環、アリール、ヘテロ
アリール、アリールアルキル、ヘテロアリールアルキル、シクロアルキルアルキル、ヘテ
ロシクロアルキル、－（アルキレン）ｍ－ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５

、－（アルキレン）ｍ－ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５、－（アルキ
レン）ｍ－Ｃ（＝Ｓ）Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ５、－（アルキレン）

ｍ－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－
Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｓ）ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）
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ｍ－Ｎ（Ｒ３）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）Ｃ（＝Ｓ）ＮＲ
３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ
３）Ｃ（＝Ｓ）Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）

ｍ－ＯＣ（＝Ｓ）ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン）ｍ－ＳＯ２ＮＲ３Ｒ４、－（アルキレン
）ｍ－Ｎ（Ｒ３）ＳＯ２Ｒ５、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）ＳＯ２ＮＲ３Ｒ４、－（
アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ５、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）Ｃ（＝
Ｓ）ＯＲ５、または－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３）ＳＯ２Ｒ５であり、
ここで、前記アルキル、ハロアルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シク
ロアルケニル、複素環、アリール、ヘテロアリール、アリールアルキル、ヘテロアリール
アルキル、シクロアルキルアルキルおよびヘテロシクロアルキル基は、１個以上の－（ア
ルキレン）ｍ－ＯＲ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５＊、－（アルキレン）ｍ

－ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（
＝Ｓ）Ｒ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ５＊、－（アルキレン）ｍ－ＯＣ（
＝Ｏ）Ｒ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｓ）ＯＲ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝
Ｏ）ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｃ（＝Ｓ）ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン
）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（
＝Ｓ）ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（＝Ｏ）Ｒ５＊、－（アル
キレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（＝Ｓ）Ｒ５＊、－（アルキレン）ｍ－ＯＣ（＝Ｏ）ＮＲ３

＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－ＯＣ（＝Ｓ）ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｓ
Ｏ２ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）ＳＯ２Ｒ５＊、－（アルキレン
）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）ＳＯ２ＮＲ３＊Ｒ４＊、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（＝Ｏ
）ＯＲ５＊、－（アルキレン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）Ｃ（＝Ｓ）ＯＲ５＊、または－（アルキ
レン）ｍ－Ｎ（Ｒ３＊）ＳＯ２Ｒ５＊で独立してさらに置換されていても良く、
ｎは、０、１または２であり、
ｍは０または１であり、
ｐおよびｑは独立して、０、１または２であり、並びに
ｒは、Ｚが存在しない場合、１、２または３であり、またはＺが存在する場合、０、１ま
たは２である］。
【請求項２】
　Ａ１およびＡ２が、これらが結合している環原子と一緒になって、
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【化３】
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を形成する、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｙが、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピペリジニル、ピペラジニル、フェニル、ピ
リジニル、ピリミジニル、シクロペンタジエニル、ピロリル、ピラジニル、ピリダジニル
、イミダゾリル、オキサゾリルまたはチアゾリルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１が、
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【化４】

から選択される、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒａが、
（ａ）Ｒ５が、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意に独立して置換され
ているアルキルである、－ＯＲ５または－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５；
（ｂ）Ｒ３およびＲ４が独立して、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意
に独立して置換されているアルキルである、
または、Ｒ３およびＲ４が、これらが結合している窒素原子と一緒になって、
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【化５】

を形成する－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４または－ＮＲ３Ｒ４

から選択される、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２およびＲ２ａが、これらが結合している環炭素原子と一緒になって、
【化６】

から選択されるスピロ縮合環系を形成する、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　下記式ＩＡ
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【化７】

［式中、ｔは０または１であり、並びに
ｖは、０、１、２、３または４である］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｙが、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピペリジニル、ピペラジニル、フェニル、ピ
リジニル、ピリミジニル、シクロペンタジエニル、ピロリル、ピラジニル、ピリダジニル
、イミダゾリル、オキサゾリルまたはチアゾリルである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ１が、
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【化８】

から選択される、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒａが、
（ａ）Ｒ５が、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意に独立して置換され
ているアルキルである、－ＯＲ５または－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５；
（ｂ）Ｒ３およびＲ４が独立して、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意
に独立して置換されているアルキルである、
または、Ｒ３およびＲ４が、これらが結合している窒素原子と一緒になって、
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【化９】

を形成する－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４または－ＮＲ３Ｒ４

から選択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ１が、
【化１０】

から選択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１２】
【化１１】

が、
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【化１２】

から選択される、請求項７に記載の化合物。
【請求項１３】
　下記式ＩＢ
【化１３】

［式中、ｔは０または１であり、並びにｖは、０、１、２または３である］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｙが、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピペリジニル、ピペラジニル、フェニル、ピ
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リジニル、ピリミジニル、シクロペンタジエニル、ピロリル、ピラジニル、ピリダジニル
、イミダゾリル、オキサゾリルまたはチアゾリルである、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ１が、
【化１４】

から選択される、請求項１４に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒａが、
（ａ）Ｒ５が、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意に独立して置換され
ているアルキルである、－ＯＲ５または－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５；
（ｂ）Ｒ３およびＲ４が独立して、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意
に独立して置換されているアルキルである、
または、Ｒ３およびＲ４が、これらが結合している窒素原子と一緒になって、
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【化１５】

を形成する－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４または－ＮＲ３Ｒ４

から選択される、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ１が、
【化１６】

から選択される、請求項１５に記載の化合物。
【請求項１８】
【化１７】

が、
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【化１８】

から選択される、請求項１３に記載の化合物。
【請求項１９】
　下記式ＩＣ
【化１９】

［式中、ｔは０または１であり、並びにｖは、０、１、２または３である］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項２０】
　Ｙが、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピペリジニル、ピペラジニル、フェニル、ピ
リジニル、ピリミジニル、シクロペンタジエニル、ピロリル、ピラジニル、ピリダジニル
、イミダゾリル、オキサゾリルまたはチアゾリルである、請求項１９に記載の化合物。
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【請求項２１】
　Ｒ１が
【化２０】

から選択される、請求項２０に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｒａが、
（ａ）Ｒ５が、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意に独立して置換され
ているアルキルである、－ＯＲ５または－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５；
（ｂ）Ｒ３およびＲ４が独立して、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意
に独立して置換されているアルキルである、
または、Ｒ３およびＲ４が、これらが結合している窒素原子と一緒になって、
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【化２１】

を形成する－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４または－ＮＲ３Ｒ４

から選択される、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｒ１が、
【化２２】

から選択される、請求項２１に記載の化合物。
【請求項２４】
【化２３】

が、



(19) JP 2011-516558 A5 2012.5.24

【化２４】

から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２５】
　下記式ＩＤ
【化２５】

［式中、ｔは０または１であり、並びにｖは、０、１、２または３である］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｙが、シクロペンチル、シクロヘキシル、ピペリジニル、ピペラジニル、フェニル、ピ
リジニル、ピリミジニル、シクロペンタジエニル、ピロリル、ピラジニル、ピリダジニル
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、イミダゾリル、オキサゾリルまたはチアゾリルである、請求項２５に記載の化合物。
【請求項２７】
　Ｒ１が、
【化２６】

から選択される、請求項２６に記載の化合物。
【請求項２８】
　Ｒａが、
（ａ）Ｒ５が１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意に独立して置換されて
いるアルキルである－ＯＲ５または－Ｓ（Ｏ）ｎＲ５；
（ｂ）Ｒ３およびＲ４が独立して、１個以上の－ＯＲ５＊または－ＮＲ３＊Ｒ４＊で任意
に置換されているアルキルである、
または、Ｒ３およびＲ４が、これらが結合している窒素原子と一緒になって、
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【化２７】

を形成する－Ｃ（＝Ｏ）ＮＲ３Ｒ４または－ＮＲ３Ｒ４

から選択される、請求項２７に記載の化合物。
【請求項２９】
　Ｒ１が、
【化２８】

から選択される、請求項２７に記載の化合物。
【請求項３０】
【化２９】

が
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【化３０】

から選択される、請求項２５に記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジ
ン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ
］ピリミジン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピ
リミジン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）－１’－（フェニルカルボニル
）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピペリジン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ
］ピリミジン－５，４’－ピペリジン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２’，３’，５’，６’－テトラヒドロス
ピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピラン］－３－アミン；
Ｎ－（６－（１－ピペラジニル）－３－ピリジニル）－２’，３’，５’，６’－テトラ
ヒドロスピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピラン］－３－アミン；
Ｎ－（２－（１－ピペラジニル）－５－ピリミジニル）－２’，３’，５’，６’－テト
ラヒドロスピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピラン］－３－アミン
；
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Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）－２’，３’，５’，６’－テトラ
ヒドロスピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピラン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン
－５，１’－シクロペンタン］－３－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピ
リミジン－５，１’－シクロペンタン］－３－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン
－５，１’－シクロブタン］－３－アミン；
７－フルオロ－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２’，３’，５’，６’－
テトラヒドロスピロ［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，４’－ピラン］－３－ア
ミン；
７－フルオロ－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［クロメノ［３，４－
ｄ］ピリミジン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
７－フルオロ－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［クロメノ［
３，４－ｄ］ピリミジン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
７－（メチルスルホニル）－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ
［クロメノ［３，４－ｄ］ピリミジン－５，１’－シクロヘキサン］－３－アミン；
３－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）スピロ［クロメノ［３，
４－ｄ］ピリミジン－５，１’－シクロヘキサン］－７－カルボニトリル；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２，３，５，６－テトラヒドロスピロ［ピ
ラン－４，６’－ピリド［２’，３’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－８
’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロ
ヘキサン－１，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］
－３’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（６－（１－ピペラジニル）－３－ピリジニル）スピロ［シクロ
ヘキサン－１，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］
－３’－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［シクロヘキサン－１，５’－ピリド
［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－３’－アミン；
Ｎ－（６－（１－ピペラジニル）－３－ピリジニル）スピロ［シクロヘキサン－１，５’
－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－３’－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロヘキサン－１，５’
－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－３’－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２，３，５，６－テトラヒドロスピロ［ピ
ラン－４，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－３
’－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）－２，３，５，６－テトラヒドロス
ピロ［ピラン－４，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジ
ン］－３’－アミン；
２，２－ジメチル－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２，３，５，６－テト
ラヒドロスピロ［ピラン－４，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ
］ピリミジン］－３’－アミン；
（４Ｓ）－２，２－ジメチル－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２，３，５
，６－テトラヒドロスピロ［ピラン－４，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［
３，４－ｄ］ピリミジン］－３’－アミン；
（４Ｒ）－２，２－ジメチル－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２，３，５
，６－テトラヒドロスピロ［ピラン－４，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［
３，４－ｄ］ピリミジン］－３’－アミン；
ジスピロ［１，３－ジオキソラン－２，１’－シクロヘキサン－４’，５”－ピリド［３
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’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－３”－アミン；
３’－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）スピロ［シクロヘキサ
ン－１，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン］－４－
オール；
４，４－ジフルオロ－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シク
ロヘキサン－１，５’－ピリド［３’，２’：５，６］ピラノ［３，４－ｄ］ピリミジン
］－３’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロ
ヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ
］ピリミジン］－２’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［シクロヘキサ－
２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミ
ジン］－２’－アミン；
Ｎ－（６－（４－（ジメチルアミノ）－１－ピペリジニル）－３－ピリジニル）－４，４
－ジメチルスピロ［シクロヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４］
シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（６－（４－メチル－１－ピペラジニル）－３－ピリジニル）ス
ピロ［シクロヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ
［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン；
Ｎ－（６－（１－ピペラジニル）－３－ピリジニル）スピロ［シクロヘキサン－１，９’
－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミ
ン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニルカルボニル）－１，３－チアゾール－２－イル）スピロ［
シクロヘキサン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］
ピリミジン］－２’－アミン；
７，７－ジメチル－Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－６，７－ジヒドロ－５
Ｈ－シクロペンタ［ｄ］ピリミジン－２－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン
－９，４’－ピペリジン］－２－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペリジニル）フェニル）スピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン
－９，４’－ピペリジン］－２－アミン；
Ｎ－（４－（４－モルホリニル）フェニル）スピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン
－９，４’－ピペリジン］－２－アミン；
１’－メチル－Ｎ－（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［インデ
ノ［２，１－ｄ］ピリミジン－９，４’－ピペリジン］－２－アミン；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）－２’，３’，５’，６’－テトラヒドロス
ピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン－９，４’－ピラン］－２－アミン；
Ｎ－（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）－２’，３’，５’，６’－テ
トラヒドロスピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン－９，４’－ピラン］－２－アミ
ン；
Ｎ－（３－フルオロ－４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）－２’，３’，
５’，６’－テトラヒドロスピロ［インデノ［２，１－ｄ］ピリミジン－９，４’－ピラ
ン］－２－アミン；
ｔｅｒｔ－ブチル　４－（４－（スピロ［シクロヘキサン－１，９’－インデノ［２，１
－ｄ］ピリミジン］－２’－イルアミノ）フェニル）－１－ピペラジンカルボキシレート
；
Ｎ－（４－（１－ピペラジニル）フェニル）スピロ［シクロヘキサン－１，９’－インデ
ノ［２，１－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロペンタン－１，９’
－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミ
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ン；
９，９－ジエチル－Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）－９Ｈ－ピリド
［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン－２－アミン
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）－２，３，５，６－テトラヒドロス
ピロ［ピラン－４，９’－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピ
リミジン］－２’－アミン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロヘプタン－１，９’
－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミ
ン；
Ｎ－（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）スピロ［シクロヘキサン－１，９’
－ピリド［４’，３’：３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミ
ン；
（３Ｒ）－１－（６－（スピロ［シクロヘキサン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，
４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－イルアミノ）－３－ピリダジニル
）－３－ピロリジノール；
２’－（（４－（１－ピペラジニル）フェニル）アミノ）スピロ［シクロヘプタン－１，
７’－ピロロ［３，４－ｄ］ピリミジン］－５’（６’Ｈ）－オン；
２’－（（４－（１－ピペラジニル）フェニル）アミノ）スピロ［シクロヘキサン－１，
７’－ピロロ［３，４－ｄ］ピリミジン］－５’（６’Ｈ）－オン；
２’－（（４－（１－ピペラジニル）フェニル）アミノ）スピロ［シクロペンタン－１，
７’－ピロロ［３，４－ｄ］ピリミジン］－５’（６’Ｈ）－オン；
２’－（（４－（４－メチル－１－ピペラジニル）フェニル）アミノ）スピロ［シクロヘ
キサン－１，７’－ピロロ［３，４－ｄ］ピリミジン］－５’（６’Ｈ）－オン；
５’－メチル－２’－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）－６’
，７’－ジヒドロ－５’Ｈ－スピロ［シクロペンタ－３－エン－１，８’－キナゾリン］
－７’－オール；
５’－メチル－２’－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）－６’
，７’－ジヒドロ－５’Ｈ－スピロ［シクロペンタン－１，８’－キナゾリン］－７’－
オール；
５’－メチル－２’－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）－７’
Ｈ－スピロ［シクロペンタン－１，８’－キナゾリン］－７’－オン；
５’－メチル－２’－（（５－（１－ピペラジニル）－２－ピリジニル）アミノ）－５’
，６’－ジヒドロ－７’Ｈ－スピロ［シクロペンタ－３－エン－１，８’－キナゾリン］
－７’－オン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（６－（４－（ジメチルアミノ）ピペリジン－１－イル）－３－
ピリジニル）スピロ［シクロヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３，４
］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン；
４，４－ジメチル－Ｎ－（６－（４－（ジメチルアミノ）ピペリジン－１－イル）－ピリ
ダジン－３－イル）スピロ［シクロヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：
３，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン；および
４，４－ジメチル－Ｎ－（６－（（シス－３，５－ジメチルピペラジン－１－イル）ピリ
ジン－３－イル）スピロ［シクロヘキサ－２－エン－１，９’－ピリド［４’，３’：３
，４］シクロペンタ［１，２－ｄ］ピリミジン］－２’－アミン
から選択される化合物およびこれらの薬学的に許容される塩。
【請求項３２】
　薬学的に許容される媒体、補助剤または希釈剤と共に、有効量の請求項１に記載の化合
物を含む医薬組成物。
【請求項３３】
　対象の癌を治療するための、請求項３２に記載の医薬組成物。
【請求項３４】
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　抗生物質型薬剤、アルキル化剤、代謝拮抗剤、ホルモン剤、免疫剤、インターフェロン
型薬剤および様々な薬剤から選択される、少なくとも１種の化合物をさらに含む、請求項
３３に記載の医薬組成物。
【請求項３５】
　対象の腫瘍サイズを低減するための、請求項３２に記載の医薬組成物。
【請求項３６】
　対象のｃｄｋ４またはｃｄｋ６介在障害を治療するための、請求項３２に記載の医薬組
成物。
【請求項３７】
　対象の腫瘍の転移を低減するための、請求項３２に記載の医薬組成物。
【請求項３８】
　癌の治療のための薬剤を調製するための、請求項１に記載の化合物の使用。
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